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令和２年度第２回 世田谷区認知症施策評価委員会 次第 

 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

（１）世田谷区認知症とともに生きる希望計画について 

 

 

（２）世田谷区の認知症施策について 

 

 

（３）その他 

 

 

 

配付資料 

 資料１   世田谷区認知症とともに生きる希望計画について 

  ・別紙１ 世田谷区認知症とともに生きる希望計画【概要版】 

・別紙２ 世田谷区認知症とともに生きる希望計画【本編】 

  ・別紙３ 世田谷区認知症とともに生きる希望計画【別冊（資料編）】 

資料２－① 令和元年度 認知症初期集中支援チーム事業報告書 

資料２－② 令和２年度 認知症初期集中支援チーム事業報告書（令和３年１月末現在） 

 

 参考資料 世田谷区認知症とともに生きる希望条例パンフレット 
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世田谷区認知症とともに生きる希望計画について 

 

 

 

 

 

１．主旨 

世田谷区認知症とともに生きる希望条例第１６条第１項の規定に基づき策定する、

「世田谷区認知症とともに生きる希望計画（以下「計画」という。）」について、この度、

策定したので報告する。 

 

 

２．計画の内容 

 ・別紙１ 世田谷区認知症とともに生きる希望計画【概要版】 

・別紙２ 世田谷区認知症とともに生きる希望計画【本編】 

 ・別紙３ 世田谷区認知症とともに生きる希望計画【別冊（資料編）】 
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世田谷区認知症とともに生きる希望計画【概要版】 

本 編 
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希望条例実現のための新たな推進プロジェクトを設置 

・４つの推進プロジェクト 

重点テーマに関して、中長期の展望を持ちながら区内全体の取組みを実質的に、そして継

続的に推進していくために、以下の４つのプロジェクトを設置します。 

認知症施策の総合的な推進体制（イメージ図） 

   

プロジェクト 重点テーマ 

１ 情報発信・共有プロジェクト １ 認知症観の転換 

２ 本人発信・参画プロジェクト ２ 本人の発信・参加、ともにつくる 

３ 「私の希望ファイル」プロジェクト ３ みんなが「備える」「私の希望ファイル」 

４ 地域づくりプロジェクト ４ 希望と人権を大切に、暮らしやすい地域

をともにつくる 

第１章 希望計画の目的 
 「一人ひとりの希望及び権利が尊重され、ともに安心して自分らしく暮らせるまち、せたがや」

を目指して、希望条例を着実に実現していくために、区としての中長期の構想のもと、認知症施

策を総合的に推進していくことを目的にしています。 

 

○ この計画では、「世田谷区認知症とともに生きる希望条例」を「希望条例」、「世田谷区認知症

とともに生きる希望計画」を「希望計画」と呼ぶことにします。 

第２章 希望計画の位置づけと計画期間 

希望計画の位置づけ 

希望条例第１６条の規定に基づく計画として位置づけます。 

他の計画との関係 

〇区全体の様々な分野とつながり、取組みを推進 

世田谷区基本構想と基本計画のもと、世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、 

せたがやノーマライゼーションプラン、世田谷区障害福祉計画、世田谷区子ども計画、健康せた

がやプラン等と関連を持ちながら、区全体で認知症とともに生きる地域共生社会づくりを進め

ていきます。 

〇国と都の計画を踏まえながら、区としての未来像をもとに計画 

国の認知症施策推進大綱や東京都の高齢者保健福祉計画を踏まえつつ、今後の未来像を展望

しながら区として策定した計画です。 

計画期間 令和３年度から令和５年度までを希望計画の第１期と位置づけます。 

第３章 希望計画の基本方針と進め方 
５つの基本方針 

① 本人の声を聴き、本人とともに 

施策は、認知症を経験した本人の声を聴きながら、本人とともに進めていきます。 

② ４つの重点テーマを掲げ、区をあげて 

施策の重点を明確にし、区全体で地域共生社会を実現していきます。 

③ 小さく始めて、改善しながら、大きく広げる 

取組みは、小さな単位で丁寧に始め、実施しながら改善を図っていきます。 

実施してみて、より良い取り組みを全区に広げていきます。 

④ 多世代・多分野の人たちが参加し、つながりながらともにつくる 

区内の多様な世代・分野の人たちが参加し、力をあわせて進めていきます。 

⑤ 中・長期的に世田谷の未来像をともに思い描きながら 

中・長期を見据え、希望計画を段階的・持続発展的に進めていきます。 

別紙１ 

重点テーマ 
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